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平成 20 年 11 月 11 日 

各  位 

会 社 名   東邦アセチレン株式会社 

代表者名  取締役社長 櫻井 琢平 

（コード番号  4093  東証第 2部） 

                          問合せ先   常務執行役員 

                               管理本部長 

（TEL．03－5687－5201） 

 

 

平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 8 月 14 日に公表いたしました平成 21 年 3 月期第２四半

期累計期間（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日）の業績予想を下記の通り修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間業績予想の修正(平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9月 30 日) 

（１）連結 

                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 19,000 400 430 200 5 円 73 銭 

今回修正予想（Ｂ） 18,503 388 462 253 7 円 27 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △497 △12 32 53 ― 

増減率（％） △2.6 △3.0 7.4 26.5 ― 

前第２四半期実績 
(平成 20 年 3 月期第２四半期)

18,862 595 686 136 3 円 90 銭 

 

（２）個別 

                            （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 12,000 100 120 80 2 円 29 銭 

今回修正予想（Ｂ） 11,709 136 144 101 2 円 90 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △291 36 24 21 ― 

増減率（％） △2.4 36.0 20.0 26.3 ― 

前第２四半期実績 
(平成 20 年 3 月期第２四半期)

11,535 255 281 74 2 円 14 銭 

 

 

 

 

小西 国温 
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２．修正の理由 

（１）連結 
第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高はその他事業の自動車関連機器が減少した

事などにより減収の見込みとなりました。営業利益につきましては原油価格の高騰による仕入価

格及び物流費の負担増を販売価格への転嫁で補いきれなかったものの、当社固定資産取得に要す

る諸費用が一部下期へずれ込んだことにより若干の減益に留まる見込であります。 

また、経常利益は賃貸料の増加などにより若干の増益となり、四半期純利益は投資有価証券売

却益の計上などにより増益の見込みであります。 

（２）個別 

第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は器具器材関連事業の需要の減少などによ

り減収の見込であります。営業利益、経常利益、四半期純利益は平成 20 年 8月 14 日に公表して

おります「業績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、当社固定資産取得に要する諸費用を上

期で見込んでおりましたが、一部下期へずれ込んだことによる影響で増益の見込みであります。 

 

３．通期業績予想 

 通期の業績につきましては、米国の金融危機に端を発した金融不安が広がる中で、わが国にお

いてもさらに景気が悪化することが懸念されております。当社にとっても厳しい経営環境が続き

販売数量の落込みが予想されますが、今後の業績動向は不確定であるため、現時点では前回予想

数値を据え置き、修正はしておりません。 

 なお、修正の必要が生じる場合には速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


